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それぞれのお子さんに合った

接し方やサポート をするこ と が大事です。

ご家庭のみでなく 、 様々な相談機関から情報を得るこ と で、

その子に合った接し方やサポート を見つけていきましょ う 。

性格

生活能力

こだわり 、 好み

感覚

身体的特徴

学習力

技術

前ページの行動や状況は、 お子さんがわざと やっているのではなく 、 何かに困っている
からなのかも しれません。

成長のスピード や、 成長の仕方は一人一人異なり ます。 それぞれのお子さんの特徴を踏
まえ、 その子に合った接し方をしたり 、 環境を整えてあげるこ と で、 お子さんの困り ごと
を減らすこ と ができます。

お子さん

環境

・ 家庭、 教育機関、 地域の周囲の理解、 サポート 体制など

・ 広さ 、 音、 視覚的または聴覚的補助の有無、 設備など

ご家庭でできる

工夫について

相談先

について
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ご家庭で工夫できる接し方

どう したらよい?

（ 例）

・ 短い文章で、 具体的に伝えまし ょ う 。

・ 写真や絵などで示しながら伝えまし ょ う 。

・ 1 日の活動の流れや、 予定の変更などについて事前に伝え、 見通しを

持てるよ う にしまし ょ う 。

ポジティ ブな関わり 方をしましょ う 。

伝え方を工夫しましょ う 。

・ できなかったこ と を叱るのではなく 、 できたこ と を褒めまし ょ う 。

・ 「 それはダメ 」 と 否定するのではなく 、 どう すると 良いかを伝えまし ょ う 。

ご家庭で工夫できる環境の整え

困っているお子さんの中には、 感じ方（ 感覚） に特徴がある方が多く います。 お子
さんが苦手なものと 上手に向き合えるよう 、 安心できる環境をつく ってあげまし ょ う 。

感覚の過敏さ

（ 例）

・ 特定の音を過度に嫌がる

→音が聞こえすぎたり 、 特定の音が痛く 聞こえていたり する

場合があり ます。 イヤーマフを活用しまし ょ う 。

・ 乗り 物の中のにおいや食べ物のにおいを嫌がる

→マスク をしまし ょ う 。

・ 服を着るこ と を嫌がる

→タグや生地が痛いと 感じる可能性があり ます。 タグを切ったり 、

好きな生地を探して心地よく 着られる服を何枚か用意しまし ょ う 。

・ 冷たい水やシャワーを嫌がる

→水を痛いと 感じているかも しれません。 濡れタオルを活用しまし ょ う 。


